
 

 

 

平成 29年4月 25日 
各 位 
 会 社 名 ＴＤＣソフトウェアエンジニアリング株
式会社 代表者名 代表取締役社長 谷上  俊二  
  （コード番号：4687 東証一部） 
 問合せ先 取締役管理本部長 大垣 剛  
  （TEL：03-6730-8111） 
 

業績予想及び配当予想の修正（創業55周年記念配当）に関するお知らせ 
 
当社は、平成 29年 4月 25日開催の取締役会において、以下のとおり、最近の業績の動向等を踏まえ平成 28年5

月 10日に公表した平成 29年 3月期通期業績予想及び平成 29年2月 28日に公表した配当予想を修正することとし
ましたので、お知らせいたします。 
 
１．平成 29年 3月期通期業績予想数値の修正（平成 28年４月１日～平成 29年 3月 31日） 
（連 結） 

 連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 
親会社株主に帰属する

当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 百万円 
22,200 

百万円 
1,570 

百万円 
1,570 

百万円 
1,000 

円 銭 
83.02 

今回修正予想（Ｂ） 22,990 1,640 1,690 1,165 96.72 

増減額（Ｂ－Ａ） 790 70 120 165 ー 

増減率 3.6％ 4.5％ 7.6％ 16.5％ ー 

（ご参考）平成 28年 3
月期通期連結実績 

20,941 1,321 1,305 783 65.03 

（注）当社は、平成 28年４月１日付けで普通株式１株につき２株の株式分割を行っております。平成 28年 3月期 
通期連結実績の 1株当たり当期純利益は、当該株式分割を考慮した額を記載しております。 

 
（個 別） 

 売上高 経常利益 当期純利益 １株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 百万円 
21,350 

百万円 
1,500 

百万円 
960 

円 銭 
79.70 

今回修正予想（Ｂ） 22,090 1,620 1,125 93.40 

増減額（Ｂ－Ａ） 740 120 165 ー 

増減率 3.5％ 8.0％ 17.2％ ー 

 



 

２．平成 29年 3月期配当予想の修正 
 年間配当金（円） 

 第２四半期末 期 末 合 計 
前回予想 

（平成29年2月28日発表） 
 28円 28円 

今回修正予想  
32円 

（普通配当 30円） 
（記念配当  2円） 

32円 
（普通配当 30円） 
（記念配当  2円） 

当期実績 0円   

前期実績 
（平成28年3月期） 

0円 20円 20円 

（注）当社は、平成 28年４月１日付けで普通株式１株につき２株の株式分割を行っております。前期 
実績（平成 28年3月期）の年間配当金は、当該株式分割を考慮した額を記載しております。 

 
３．修正の理由 
連結売上高は、堅調な受注環境の中、当初の計画を上回るペースで推移したことにより、前回発表予想を上回る見込み

です。利益面についても、売上高が増加したことに伴い、前回発表予想を上回る見込みです。また、親会社株主に帰属する
当期純利益は、増収に加えて期初の予想より法人税等が減少したことにより増加する見込みです。 
なお、個別業績につきましても、売上高、経常利益、当期純利益において前回発表予想を上回る見込みです。 
また、当社はグループを含む経営基盤の充実と財務体質の強化を通じて企業価値の向上を図るとともに、株主に対する積

極的な利益還元を行うことを基本方針としております。剰余金の配当につきましては、このような方針のもと、当社グループの
経営状態や財務、業績等の状況を総合的に勘案しながら実施しております。 
この方針のもと、当期の１株当たり期末配当予想につきましては、前回予想の普通配当 28円に 2円増配し 30円とさ

せていただくことといたしました。 
加えて当社は、平成 29年 10月 16日をもちまして創業 55周年を迎えることとなります。株主の皆様に感謝の意を表

すとともに、創業 55周年を記念いたしまして、平成 29年 3月期の期末配当において 1株あたり 2円の記念配当を実施
させていただくことといたしました。 
この結果、平成 29年 3月期の 1株当たり期末配当金は、普通配当 30円と記念配当 2円を合わせ 32円となります。

なお、本件は平成 29年 6月下旬開催予定の当社定時株主総会に付議する予定であります。 
 
（注）本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、当社グループとしてその実現を約束する趣旨のものではありません。実
際の業績等は様々な要因により異なる可能性があります。 

 
以上 


